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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線インタフェースを介し、複数の基地局を有する無線ネットワークと接続される複数
の移動局を含む移動無線通信システムにおける方法であって、
　前記複数の移動局の１つと接続を確立すべきであることを決定するステップと、
　前記接続のサポートに関与するであろう無線パスの平均数を予測するステップと、
　様々な無線パスの数について、１つ以上の特定のサービスに必要とされる資源を示す資
源処理テーブルを用いるステップと、
　前記無線パスの平均数の予測値と、前記資源処理テーブルとを用いて、前記接続のサポ
ートに関与するであろう資源の量を算出するステップと、
　前記算出された量の資源をサポートするパスの予測数に基づいて前記接続に資源を割り
当てるステップとを有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記資源がデータ処理及びメモリハードウェア及びソフトウェア資源及び無線資源を含
むことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記無線パスが、異なる複数の基地局とのパス又は異なる複数の基地局セクタとのパス
であることを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記無線パスが、前記接続が有効である期間前記接続をサポートするために必要とされ
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るであろう複数のダイバーシチパスであり、前記ダイバーシチパスは、同一信号の複数の
パスであることを特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項５】
　前記無線パスが、前記接続のサポートに用いられる複数のハンドオーバパスであって、
前記ハンドオーバパスは前記移動局がソフトハンドオーバ動作にある際に前記接続のサポ
ートに関与する第１及び第２の基地局からの第１及び第２のパスを含むことを特徴とする
請求項３記載の方法。
【請求項６】
　前記無線ネットワークが複数の基地局を含み、
　前記予測ステップが、前記接続のサポートに関与する複数の基地局を予測するステップ
を含み、前記無線パスが前記接続のサポートに用いられる複数の基地局レグを含み、前記
基地局レグは基地局と移動局との間の接続上で提供されるサービスに相当することを特徴
とする請求項３記載の方法。
【請求項７】
　前記無線ネットワークが複数の基地局を含み、
　前記予測ステップが、前記接続のサポートに関与する複数の基地局セクタを予測するス
テップを含み、前記無線パスが前記移動局がよりソフトなハンドオーバ動作にある際に前
記接続のサポートに関与する第１及び第２の基地局セクタからの第１及び第２のパスを含
むことを特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項８】
　前記平均数が、移動平均数であることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記平均数が決定される時間間隔を変更するステップを更に含むことを特徴とする請求
項１記載の方法。
【請求項１０】
　前記平均数が前記移動局との接続が最初に確立されたセルからの情報を用いて決定され
ることを特徴とする請求項７記載の方法。
【請求項１１】
　すでに確立された複数の接続に対する無線パスの数を判別するステップをさらに有し、
　前記予測ステップが、前記すでに確立された複数の接続に基づいて前記無線パスの数を
予測するステップを有することを特徴とする請求項７記載の方法。
【請求項１２】
　さらに、前記すでに確立された接続の数を変化させるステップを更に含むことを特徴と
する請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記接続のために要求された、前記接続が設定された時点で既知の静的パラメータを決
定するステップ及び、
　前記決定された静的パラメータにも基づいて資源容量を前記接続に割り当てるステップ
とを有することを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１４】
　前記静的パラメータが無線帯域幅であることを特徴とする請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　前記静的パラメータが遅延パラメータであることを特徴とする請求項１３記載の方法。
【請求項１６】
　前記資源がダイバーシチハンドオーバ資源を含むことを特徴とする請求項１記載の方法
。
【請求項１７】
　複数の移動局が無線インタフェースを介して複数の基地局と通信し、前記基地局の各々
が少なくとも１つの地理的セル領域に対応付けされた移動通信ネットワークに用いる制御
ノードであって、
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　前記無線通信ネットワーク及び移動局との間の接続の確立を開始する通信コントローラ
及び、
　資源ハンドラであって、
　前記接続のサポートに関与するであろう無線パスの平均数を予測し、
　様々な無線パスの数について、１つ以上の特定のサービスに必要とされる資源を示す資
源処理テーブルを用い、
　前記無線パスの平均数の予測値と、前記資源処理テーブルとを用いて、前記接続のサポ
ートに関与するであろう資源の量を算出し、
　前記算出された量の資源を前記接続に割り当てる、ように構成された資源ハンドラとを
有することを特徴とする制御ノード。
【請求項１８】
　前記資源がデータ処理及びメモリハードウェア及びソフトウェア資源及び無線資源を含
むことを特徴とする請求項１７記載の制御ノード。
【請求項１９】
　前記無線パスが、異なる複数の基地局とのパス又は異なる複数の基地局セクタとのパス
であることを特徴とする請求項１８記載の制御ノード。
【請求項２０】
　前記無線パスが、同一時間の間前記接続をサポートするダイバーシチソフトハンドオー
バパス又はよりソフトなハンドオーバパスであり、
　該ハンドオーバパスが、前記移動局がソフトハンドオーバ動作にある際に前記接続のサ
ポートに関与する第１及び第２の基地局からの第１及び第２の無線パスを含むことを特徴
とする請求項１９記載の制御ノード。
【請求項２１】
　前記無線パスが、異なる時間の間前記接続をサポートするハードハンドオーバパスであ
ることを特徴とする請求項１９記載の制御ノード。
【請求項２２】
　前記資源ハンドラが、前記接続が確立される際に前記移動局が位置していた基地局セル
内の無線パス数に基づいて前記無線パスの平均数の予測値を決定することを特徴とする請
求項１９記載の制御ノード。
【請求項２３】
　前記資源ハンドラが、前記無線ネットワークにおける複数の基地局セル内の移動局毎の
パス数に基づいて前記無線パスの平均数の予測値を決定することを特徴とする請求項１９
記載の制御ノード。
【請求項２４】
　前記資源ハンドラが前記無線パスの平均数の予測値を統計的アルゴリズムを用いて決定
することを特徴とする請求項１９記載の制御ノード。
【請求項２５】
　前記資源ハンドラが、前記無線ネットワークにおける１つ又は複数のセル内の無線パス
の平均数に基づいて、移動局毎の無線パスの平均数の予測値を決定することを特徴とする
請求項２４記載の制御ノード。
【請求項２６】
　前記資源ハンドラが基地局内に位置し、前記無線パスが複数の基地局セクタからの無線
パスであることを特徴とする請求項１７記載の制御ノード。
【請求項２７】
　前記資源ハンドラが、複数の基地局に接続された無線ネットワークコントローラ内に位
置し、前記無線パスが異なる複数の基地局からの無線パスであることを特徴とする請求項
１７記載の制御ノード。
【請求項２８】
　１つ又は複数の基地局を介して移動局と通信し、ある移動局との接続をサポートするた
めに以下のコンピュータ実行可能なタスクを実行するようにプログラムされた、無線通信
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ネットワークで用いられる資源ハンドラであって、
　前記接続のサポートに関与するであろう無線パスの平均数を予測する手段と、
　様々な無線パスの数について、１つ以上の特定のサービスに必要とされる資源を示す資
源処理テーブルと、
　前記無線パスの平均数の予測値と、前記資源処理テーブルとを用いて、前記接続のサポ
ートに関与するであろう資源の量を算出する手段と、
　前記算出された量の資源を前記接続に割り当てる手段とを有することを特徴とする資源
ハンドラ。
【請求項２９】
　前記無線パスの平均数がソフトハンドオーバに用いられると予測される基地局レグの数
に対応し、前記基地局レグは基地局と移動局との間の接続上で提供されるサービスに相当
することを特徴とする請求項２８記載の資源ハンドラ。
【請求項３０】
　前記無線パスの平均数が、よりソフトなハンドオーバに用いられると予測される基地局
セクタの数に対応することを特徴とする請求項２８記載の資源ハンドラ。
【請求項３１】
　前記資源が複数のダイバーシチハンドオーバユニットを含むことを特徴とする請求項２
８記載の資源ハンドラ。
【請求項３２】
　前記資源がダイバーシチ資源であり、前記予測されたダイバーシチハンドオーバパラメ
ータに必要なメモリ量を含むことを特徴とする請求項３１記載の資源ハンドラ。
【請求項３３】
　前記資源がダイバーシチ資源であり、前記予測されたダイバーシチハンドオーバパラメ
ータに必要なデータ処理資源を含むことを特徴とする請求項３１記載の資源ハンドラ。
【請求項３４】
　前記無線パスの平均数が、他の移動局に対して決定された過去のダイバーシチパス数に
対応することを特徴とする請求項３１記載の資源ハンドラ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（関連出願）
本出願は同一出願人によるＰＣＴ国際出願番号ＰＣＴ／ＩＢ９８／０２０７８（１９９８
年１２月１８日出願）に基づく優先権を主張する。
【０００２】
（発明が属する技術分野）
本発明はセルラ無線通信システムにおける資源獲得に関する。本発明の一例であり、また
それに限定されない用途は、移動無線接続のために予想されるハンドオーバ動作に対応す
るのに必要な処理資源及びメモリ資源の事前確保(advance reservation)に関する。
【０００３】
（背景技術）
セルラ無線通信システムにおいて、ハンドオーバ動作は確立された無線接続に関与する移
動無線局がシステムのセル間を移動した際にその接続の継続を可能にする。ハンドオーバ
は一般に発呼元基地局との無線接続の信号強度又は信号品質が予め定められた閾値を下回
った際に開始される。しばしば、低い信号強度又は悪い信号品質は移動局が２つのセルの
境界近くにいることを示す。移動局が発呼先セル又は遮る物のない、より見通しの良い場
所へ移動する場合、相手先セルへの無線接続のハンドオーバは通常、より改良された無線
送受信が得られる。
【０００４】
いくつかのセルラシステムにおいて、ハンドオーバ動作は発呼元セルとの接続を物理的に
切断することを必要とし、その後相手先セルとの接続を再確立する、すなわち「ブレーク
ビフォアメーク」切り替え動作を行っていた。このような「ハード」ハンドオーバ技術は
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一般に時分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）及び周波数分割多重アクセス（ＦＤＭＡ）タイプ
のセルラシステムにおいて用いられる。一方、「ソフト」ハンドオーバ技術は符号分割多
重アクセス（ＣＤＭＡ）タイプのセルラシステムで用いられる。ＣＤＭＡはＦＤＭＡ及び
ＴＤＭＡと比較して高いスペクトラム効率が達成され、より多いセルラユーザ及び／又は
サービスをサポートできるため、セルラ通信用アクセスタイプとしてますます人気が高ま
っている。さらに、共通の周波数帯は移動局及び複数の基地局との間での同時通信を可能
にする。共通周波数帯を占有する信号は高速な疑似雑音（ＰＮ）符号の利用に基づくスペ
クトラム拡散ＣＤＭＡ波形特性によって受信局で識別される。これら高速ＰＮ符号は基地
局及び移動局から伝送される信号を変調するのに用いられる。異なるＰＮ符号（又は時間
でオフセットされたＰＮ符号）を用いる送信局は受信局で独立して受信可能な信号を生成
する。高速ＰＮ変調はさらに、受信局が伝送された信号のいくつかの別個な伝播経路を結
合して１つの送信局からの受信信号を生成することを可能にする。
【０００５】
従って、ＣＤＭＡにおいて、移動局は１つのセルから別のセルへ接続のハンドオーバがな
される際に周波数を切り替える必要がない。その結果、移動先セルは元のセルが移動局へ
の接続サービスを継続している時にその接続を同時にサポートできる。ハンドオーバの間
、移動局は常に少なくとも１つのセルと通信しているため、呼の切断(disruption)は発生
しない。そのため、「ソフトハンドオーバ」という言葉が用いられる。ハードハンドオー
バと対照的に、ソフトハンドオーバは「メークビフォアブレーク」切り替え動作である。
【０００６】
図１はソフトハンドオーバ動作を示す無線通信システム１０の大まかな図(high level di
agram)である。無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）１２が隣接する基地局１４及び
１８に接続される。基地局１４はセル領域１６にサービスを提供し、基地局１８はセル領
域２０にサービスを提供する。移動局２２及び２４はセル１６内に位置し、移動局２６は
セル領域２０に位置する。移動局２４はセル１６及び２０の境界に近いため、移動局２４
との通信を同時にサポートする基地局１４及び１８の両方と通信リンクＰ１及びＰ２を確
立している。ある移動局が２つの基地局間のソフトハンドオーバ中である場合、移動局の
受信器において、ＲＡＫＥ復調結合処理を用いて、各基地局から送信された２つの信号か
ら１つの信号が生成される。これら２つの信号は、ＲＮＣがその移動局へのダウンリンク
信号を、一方が元の基地局１４へ、他方が行き先の基地局１８へ向けられた２つの並行か
つ同一の信号に「分割(spritting)」又は同報することによって生成される。反対の「ア
ップリンク」方向において、移動局送信器は両方の基地局へ同報し、信号はＲＮＣ１２で
結合される。ソフトハンドオーバには３つ以上の基地局が関与することができる。
【０００７】
同様の動作が、複数のアンテナを用いる１つの基地局のセクタセル間でも起こりうる。図
２の無線通信システムは、各々が１つ又は複数のセクタアンテナを含む複数のセクタＳｅ
ｃ０～Ｓｅｃ５を有し、ＲＮＣ１２に接続される基地局３０が示されている。移動局３２
はセクタ０と１の境界に位置している。基地局３０の復調素子はセクタ０及び１の両方で
受信される移動局の信号を復調する。復調されたセクタ０及び１からの移動局の信号を結
合することは、基地局が「ソフトハンドオーバ」を開始することを可能にする。換言すれ
ば、移動接続は元のセクタがその接続をサポートしなくなる前に行き先セクタでサポート
される。
【０００８】
従って、ソフト及びさらにソフトなハンドオーバは、それらが接続のメイクビフォアブレ
ーク切り替え及び、同一信号の複数のパスのダイバーシチ結合を提供するため、スペクト
ラム拡散ＣＤＭＡに基づく移動無線通信システムの非常に魅力的な機能である。ダイバー
シチ結合はフェージング及び干渉と戦う。しかしながら、ハンドオーバ動作を実行するた
めにはシステム資源を割り当てなければならない。例えばソフトハンドオーバでは、ＲＮ
Ｃに置かれた複数のダイバーシチハンドオーバ装置（ＤＨＯ）が、アップリンク（移動局
から基地局）方向における接続情報のマクロ的なダイバーシチ結合及びダウンリンク（基
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地局から移動局）方向における接続情報のマクロ的なダイバーシチ分割を行う。さらに、
１つのＤＨＯエンティティ（エンティティはソフトウェア及び／又はハードウェアを用い
て実施できる）が１つの移動局に提供されている各サービス、すなわち音声、ビデオ、及
びマルチメディア呼におけるデータサービスなどいくつかのサービスを含みうる１つの呼
に対して用いられる。１つの接続をサポートするために必要とされるＤＨＯエンティティ
の数は呼に応じて変化するため、その数は動的なサービスパラメータと見なされる。サー
ビスはまたその要求時に、例えばピーク又は平均ビットレートなど特定の周波数帯や、例
えば最大許容遅延など特定の遅延というような、所定の無線インタフェースタイプパラメ
ータを指定しうる。そして、これらの形式のパラメータは静的なものと見なされる。結局
、ソフトウェア及びハードウェア資源は動的及び静的なサービスパラメータをサポートす
るために割り当てされねばならない。基本資源レベル(basic resource level)において、
データ処理及びメモリ資源が移動局との呼接続に関連したサービスパラメータをサポート
するために要求される。
【０００９】
ＣＤＭＡ拡散符号のような、より高レベルの資源及び、データ処理及びメモリのような低
レベルの資源は、要求されたサービスの呼設定時、もしくは周知のサービスを呼から除去
もしくは呼へ付加する際に、要求されたサービスに必要とされるこれら資源に合わせて割
り当てすることができる。一方、他の未知なサービスや明白な要求がなされないにもかか
わらずハードウェア及びソフトウェア資源を要求するサービスがある。例えば、最終的に
移動局接続のサポートに用いられる多くのハンドオーバパスは、呼設定の時点では特定さ
れることも知られていることもない。実際は、ハンドオーバパスの数は移動局の位置及び
移動通信ネットワークの最新の無線状態に大きく依存すると思われる。特定のセルの中心
にある移動局はより少ないハンドオーバパスを用いると思われ、従って、２つかそれより
多いセル間の境界近くへ移動しているか又は位置する移動局に比べてハンドオーバパスの
サポートに必要な関連資源が少ない。２つかそれより多いセル間の境界近くへ移動してい
るか又は位置する状況にある移動局は、移動局のための複数のハンドオーバパスをサポー
トするためにより多くの資源を要求すると思われる。
【００１０】
接続が生きている間、その接続をサポートするため何度か必要になるであろうにもかかわ
らず、指定されないか不明な資源に対処するため、最悪の場合の資源確保／割り当てを各
呼の設定時に行うことができる。資源が無限であれば、最悪の場合の資源確保／割り当て
は、効率が悪いものの満足できる解決方法であろう。しかし現実の世界において、資源は
高価及び／又は制限されており、また効率は重要である。従って、本発明の目的は、ある
特定の移動接続のサポートに必要な（例えば、十分だが多すぎない）適切な量の資源を効
率的に割り当てることにある。
【００１１】
各呼に対し最悪の場合の方法でよけいに割り当てされた資源の非効率をこうむるよりも、
資源は必要な時リアルタイムで割り当てできた方がよい。このようなアプローチの問題は
、そのようなリアルタイムな資源割り当てアプローチの一部が本質的に遅延を有すること
である。過負荷の状況において、必要な際に資源が利用不可能な場合や、予測しうる近い
将来において資源がなくなる場合、呼を切断する必要があるだろう。従って、本発明の別
の目的は、遅延を最小に維持しながら資源を直ちに効率的に割り当てすることである。
【００１２】
本発明は移動局接続のサポートに必要とされるであろう資源の量を実際にそれらが要求さ
れるより前に予測することにより、これらの資源割り当て問題を解決し、上述した目的及
び他の目的を達成する。その接続のサポートに関与すると思われる無線パスの数のような
動的接続パラメータの未知の値が予測される。ハンドオーバコンテクストにおいて、これ
ら無線パスは、異なる基地局とのパス（ハード及びソフトハンドオーバの場合）又は異な
る基地局セクタとのパス（よりソフトなハンドオーバの場合）に対応するであろう。潜在
的な資源(underlying resorces)は予測された接続パラメータを用いて割り当てされ、こ
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のような資源には、例えばデータ処理及びメモリハードウェア及びソフトウェア資源、無
線資源等が含まれる。
【００１３】
好ましい実施例において、予測された接続パラメータはＣＤＭＡセルラ通信システムにお
いて接続のサポートに関与すると思われる多くのダイバーシチパスを含み、資源はＣＤＭ
Ａ拡散符号、ダイバーシチハンドオーバ装置（ＤＨＯ）、データ処理装置、メモリ装置等
を含む。説明を簡単にするため、資源の総量を時に単に「ユニット」で一般的に規定する
。もちろん、他の予想された接続パラメータ及び他の資源も同様に含まれても良い。ダイ
バーシチパスの平均数（及び好ましくは移動平均）が他のアクティブな移動接続を現在サ
ポートしているダイバーシチパスの数に基づいて決定される。
【００１４】
本発明の別の実施形態において、資源は接続パラメータ接続の設定時にはわからない１つ
又は複数の「動的」接続パラメータ及び、接続の設定時に既知である１つ又は複数の「静
的」接続パラメータに基づいて割り当てされる。例えば、「動的」接続パラメータにはそ
の接続をサポートするために用いられるであろう多数のサポーティングパスが含まれる。
（本実施形態における）静的接続パラメータには接続に関連するサービスによって要求さ
れる周波数帯域又は最大遅延量が含まれる。
【００１５】
本発明は、移動局が無線インタフェース上で基地局を介して無線通信ネットワークと通信
するような、無線通信ネットワークの制御ノードにおいて実施しても良い。各基地局は少
なくとも１つの地理的セル領域に関連付けされている。制御ノードは、無線通信ネットワ
ークと移動局の間の接続の確立を開始する通信コントローラと、移動局とを含む。制御ノ
ードはまた、例えば、ダイバーシチハンドオーバパスの予想数といった予測された接続パ
ラメータに基づいて接続をサポートするための資源を割り当てする、通信コントローラと
等位の資源コントローラを更に含む。
【００１６】
ダイバーシチハンドオーバパス接続パラメータの例において、資源制御装置は、無線ネッ
トワークでサポートされているアクティブな接続のための、移動局と複数の基地局との現
在のパス数に基づいて予測パス数を決定する。複数の基地局セルは１つの基地局に関連づ
けされ（１つのセルは１つの基地局セクタに対応付けされる）るか、複数の基地局に（各
セルがある１つの基地局に対応付けされる）。資源コントローラが基地局内に位置する場
合、複数のパスは異なる基地局セクタに対応する。替わりに、資源コントローラは、複数
の基地局に接続される無線ネットワークコントローラ内に位置しても良く、パスは異なる
基地局に対応する。
【００１７】
本発明の、上述の目的及び他の目的、機能及び利点は以下の好ましい実施例の説明及び添
付された図面の記載から明らかになるであろう。図面において同一の部分は複数の図面を
通じて同一の参照数字によって示される。図面は必ずしも縮尺されておらず、替わりに本
発明の原理を説明するため強調されている。
【００１８】
（発明の詳細な説明）
以下の説明において、限定ではなく説明を目的として、本発明の完全なる理解を提供する
ために特定の実施例、手順、技術等の具体的な詳細が説明される。しかし、本技術分野の
当業者には、これらの特定な詳細を離れて本発明を実施可能であることが明らかであろう
。例えば、本発明は（ハード、ソフト又はよりソフトなハンドオーバとの関連において）
移動局との無線接続をサポートするために用いられると思われる無線パス数の予想に有利
に適用できるが、接続のサポートに必要な資源を効率よくかつタイムリーに割り当てるた
めに、移動局との無線接続をサポートするために用いられると思われる他のパラメータを
予測するためにもまた用いることができる。他の事例において、周知の方法、インタフェ
ース、装置及びシグナリング技術の説明は、不必要な詳細によって本発明の説明がわかり
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にくくならないよう省略されている。
【００１９】
本発明は図１及び２に示されるような、任意の形式の移動通信システムにおいて実施する
ことができる。しかし、本発明は特にスペクトラム拡散符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ
）移動通信システムに特に有利に適用可能である。それは、そのようなシステム、例えば
ＣＤＭＡ形式の通信は上述したソフト及びよりソフトなハンドオーバを許すという利益を
もたらすことによる。しかし、本発明はまた、一般にハードハンドオーバのみが許される
ＦＤＭＡ及びＴＤＭＡと言った他のタイプのアクセスを用いても適用可能である。
【００２０】
以下、本発明の適応資源処理について、図３のフローチャートに示す、無線通信ネットワ
ーク１０の無線ネットワークコントローラ１２又は基地局（１４，１８，３０）といった
無線ネットワーク制御ノードによって実行される一般的な手順と関連して説明する。最初
に、移動局との接続確立の要求が受信される（ブロック３４）。その接続を確立する間、
制御ノードはその接続をサポートするのに必要な無線、データ処理及び他の資源を判定す
る。最適な判定を行うため、制御ノードは接続をサポートするのに必要な動的接続パラメ
ータ値を予測する（ブロック３６）。動的接続パラメータは要求によって指定されないか
、さもなくばその時点で不明である。上述の通り、予測されうる動的接続パラメータ値の
、それに限定されない例は、接続が継続している間何度か接続をサポートするのに必要と
なるであろうと思われるダイバーシチパスの数である。
【００２１】
そして、制御ノードは予測された動的接続パラメータ値に基づいて、適切な資源を接続に
対して割り当てる（ブロック３８）。資源は以下の１つもしくは複数を含んでよい：ＣＤ
ＭＡシステムにおける拡散コードのようなソフトウェア資源及び、無線送受信装置、ダイ
バーシチハンドオーバユニット、ＣＰＵ時間、及びメモリ空間のようなハードウェア資源
。
【００２２】
図４の機能ブロック図に、ネットワーク制御ノード４０の例を示す。無線ネットワーク制
御ノードは基地局１４及び１８に接続される無線ネットワークコントローラ１２に実装さ
れても、例えば図２における基地局３０のような１つの基地局の内部の基地局コントロー
ラに実装されてもよい。無線ネットワーク制御ノード４０は、移動局との接続の確立（及
び解除）要求の受信及びそれに対する応答を行う通信コントローラ４２を含む。通信コン
トローラ４２はＣＤＭＡ拡散コードのようなソフトウェア資源４６及びダイバーシチハン
ドオーバ（ＤＨＯ）ユニット４８及び、データ処理及びメモリ空間５４のようなハードウ
ェア資源を含む、異なる形式の資源の確保及び割り当てを制御する資源ハンドラ４４に接
続される。
【００２３】
ダイバーシチハンドオーバユニット４８の各々はその内部に資源を有するほか、自らもま
た資源である。さらに、各ダイバーシチハンドオーバユニット４８はまたデータ処理及び
メモリ容量資源を含む。複数のＤＨＯ処理ユニット５０及び複数のＤＨＯメモリユニット
５２は１つのＤＨＯユニット４８のダイバーシチハンドオーバ処理をサポートするように
示されている。広帯域ＣＤＭＡシステムにおいて、各ダイバーシチハンドオーバユニット
４８は各々の呼サービスを実施するために用いられるプロトコルスタック内部のプロトコ
ルレイヤの１つを処理する。各プロトコルレイヤはサービスに関する１つ又は複数の機能
を処理する。例えば、パケットデータサービスは、その後引き続く、データの分割(segme
ntation)／組立(assembly)、ＲＮＣが現在無線チャネルが処理可能なデータよりも多いデ
ータを供給しないことを確保するための、無線チャネル上のデータスケジューリング、デ
ータ伝送、及びダイバーシチ結合／分離という、ＲＮＣで処理されるレイヤ２プロトコル
レイヤ機能とともに、無線プロトコルスタックとして実装することができる。
【００２４】
基地局から移動局へのダウンリンク方向において、ＤＨＯユニットの上位であるプロトコ
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ルレイヤ３からのデータフローは、分割されてダイバーシチハンドオーバに関連する基地
局に送信される無線フレームに組み立てられる。この処理は以下に例示するタスクを含む
：上位プロトコルレイヤからのデータ受信、無線フレーム組立及び出力バッファへの記憶
、及びソフトハンドオーバパス毎に１つの無線フレーム送信。反対のアップリンク方向に
おいて、異なるソフトハンドオーバパスから受信した無線フレームが評価され、最も良い
品質のデータストリームが選択される。この処理は以下に例示するタスクを含む：異なる
ソフトハンドオーバパスから受信した無線フレームの入力バッファへの記憶、受信無線フ
レームの内部処理、品質情報に基づく最良無線フレームの選択、及び選択された無線フレ
ームの上位プロトコルレイヤ３への転送。
【００２５】
資源ハンドラ４４はソフトウェア及び／又はハードウェア資源の確保及び割り当てを、移
動接続に関連する静的及び／又は動的パラメータを用いて行う。静的パラメータには接続
要求に指定されるか、接続要求に関連するサービスによって要求されるものを含む。例え
ば、所望の帯域幅、最大許容遅延のような特定の遅延パラメータ、最大ビットレート、平
均ビットレート、ビットレートエラー等が含まれる。静的パラメータは接続が設定された
ときに判明する他のパラメータを含んでも良い。動的パラメータは何らかの方法で接続に
影響を与えるパラメータを含み、その値は一般に移動接続の確立に先だって、又は確立時
点では指定されも判明もしない。その結果、資源ハンドラ４４は移動接続のための１つ又
は複数の動的パラメータ、例えば接続が有効である期間中その移動接続のサポートに関わ
るであろうハンドオーバパス（ハード及びソフトハンドオーバを含む）の数又は（例えば
ソフト又はよりソフトなハンドオーバ用の）ダイバーシチパスの数を予測する。
【００２６】
資源ハンドラ４４は接続のための資源割り当てにおいて、静的パラメータ値及び予測動的
パラメータ値の両方を考慮することができる。静的及び動的パラメータの両方を用いる資
源確保の一方法を、図５に示すフローチャートに関連して以下説明する。
【００２７】
移動接続要求が通信コントローラ４２で受信される際、その接続について１つ又は複数の
サービスが要求される。それら要求されたサービス及び、ピーク又は平均ビットレート及
び／又は最大許容遅延といった、要求されたサービスに関連するサービスパラメータを用
い、資源ハンドラ４４は供給された１つ又は複数のサービスをサポートするのに必要なハ
ードウェア及び／又はソフトウェア資源の決定及び確保を行う（ブロック６０）。さらに
、資源ハンドラ４４は１つ又は複数の動的パラメータも決定する。例えば、資源ハンドラ
４４は接続が有効である間サポートするのに必要と思われるダイバーシチパスの数を予測
する（ブロック６２）。使用可能な予測アルゴリズムの例を、図６に関連して以下説明す
る。資源ハンドラ４４はそれから移動接続に対してデータ処理、メモリ、及び／又は他の
資源を決定された静的及び動的パラメータ値に基づいて確保又は割り当てする（ブロック
６４）。例えば、複数のＤＨＯユニット４８又は１つのＤＨＯユニット４８内部の複数の
ＤＨＯ処理ユニット５０及びメモリユニット５２を移動接続のために確保することができ
る。各ＤＨＯユニット４８は接続が有効な間マクロダイバーシチをサポートすることを要
求され、必要なデータ処理及びメモリ資源の総量はＤＨＯに接続されたダイバシティパス
の数におおよそ比例する。
【００２８】
動的パラメータの一例としてのダイバーシチパスについて説明を継続すると、ダイバーシ
チパスの平均値が資源ハンドラ４４によって予測される。好ましくは、資源ハンドラ４４
は同一地理的領域に移動局としてある現在の呼（継続中もしくは最近完了した呼）に対す
る接続毎に用いられるダイバーシチパスの数の移動平均を計算する。そのような計算が現
在移動局が位置する一つのセル内で行われても、複数のセルで行われても、１つ又は複数
の位置又はルーティング領域等任意の場所で計算されてもよい。一般的な「セル」という
言葉は以下の説明において用いられる。
【００２９】
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図６のフローチャートとともに、一例としての予測ルーチン（ブロック７０）を説明する
。資源ハンドラ４４はアクティブな呼に関与する全ての基地局に対し基地局レグ又はパス
の数をモニタする（ブロック７２）。基地局レグは一般に基地局と移動局間の接続上に提
供されるサービスに対応する。従って、基地局と無線ネットワーク間の複数のサービスを
サポートする場合、接続は複数の基地局レグを含む。各サービスは通常独立して処理され
、そのため自身のＤＨＯユニットを有する。よりソフトハンドオーバにおいては、移動局
と複数の基地局セクタ間に複数の基地局レグが存在する。
【００３０】
特有な時間間隔で、資源ハンドラ４４は全てのセル、セルのサブセット又は１つのセルに
ついて、移動局に対する基地局レグの平均値を計算する（ブロック７４）。セルはある基
地局又は基地局セクタに対応付けされた領域を規定する。セルあたりの基地局レグの平均
値は”ｎ”時間間隔で計算される（ｎは整数）（ブロック７６）。ｎの値は種々のシステ
ムに合わせて予測の反応時間／感度を変化させるために変更可能である（ブロック７８）
。より大きな時間ウィンドウはシステムがよりゆっくりと反応することを意味し、移動平
均予測値が幾分古く／精度が劣るであろうことを意味する。しかし、より大きな時間ウィ
ンドウはより安定した資源の取り扱いと割り当てが可能である。反対に、より短い時間ウ
ィンドウはシステムにおいてダイバーシチ処理に現在関連している基地局レグの数をより
正確な反映を提供する。変更可能なその他のパラメータは実際にモニタされているアクテ
ィブな呼の数である（ブロック８０）。より多くのアクティブな呼のモニタリング（別の
セルでの呼のモニタリングも必要となるであろう）は平均値の精度を向上させるだろうが
、一方で予測実行速度が遅くなる。
【００３１】
以下の表１は各セルについて維持される、セル内のダイバーシチハンドオーバユニットあ
たりの基地局レグ平均数を示すテーブルの単純化された例である。
【００３２】
表１：セルあたりのＤＨＯ／ＢＳレグ
セル　　　セル内のＤＨＯあたりのＢＳレグ平均数
セル１　　　　　　　１．７
セル２　　　　　　　１．４
・・・
セルｎ　　　　　　　２．４
【００３３】
上述の通り、１つ又は複数の動的パラメータ値の予測は、帯域幅及び特定の移動接続につ
いて資源ハンドラが資源を確保／割り当てすることによる遅延といった、１つ又は複数の
「静的」パラメータと有利に組み合わされる。以下の表２は資源ハンドラ４４によって決
定されるかもしれないパラメータ値の例である。
【００３４】

【００３５】
この、非限定的な例において、表１から得られる基地局レグ数の予測値は表２の情報とと
もに特定の１又は複数のサービスのために必要な処理及びメモリの決定に用いられる。表
２の値はいろいろな場合、すなわち１つ、２つ、３つ等の基地局レグについて、特定のサ
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ービスに対して必要とされる処理及びメモリ要求を計算することによって前もって決定す
ることができる。
【００３６】
従って、ＤＨＯ用に必要とされるようなデータ処理及びメモリ資源の確保及び割り当ては
静的サービスパラメータ及び１つ又は複数のセルにおけるダイバーシチパス数の平均値予
測に基づく。最悪な場合のシナリオのために割り当てるよりも、本発明は接続のサポート
に実際に必要な資源のより現実的な割り当てを可能とし、有限な資源をより効率的かつ最
適に使用することが可能となる。最終的にこの効率性が移動無線通信システムの容量を向
上することになる。
【００３７】
効率性の増加は以下の例によって理解されるであろう。
処理／メモリ容量＝
Ｓ１＊（（Ｎ１＊Ｓ１Ｌｅｇ１ｃａｐ）＋（Ｎ２＊Ｓ１Ｌｅｇ１ｃａｐ）＋（Ｎ３＊Ｌｅ
ｇ１ｃａｐ））＋Ｓ２＊（（Ｎ１＊Ｓ２Ｌｅｇ１ｃａｐ）＋（Ｎ２＊Ｓ２Ｌｅｇ１ｃａｐ
）＋（Ｎ３＊Ｌｅｇ２ｃａｐ））
ここで、Ｓ（ｎ）＝サービスｎによって使用されているＤＨＯユニットのパーセンテージ
Ｎ（ｎ）＝ｎの基地局レグを有するＤＨＯユニットのパーセンテージ
Ｓ（ｎ）Ｌｅｇ（ｍ）ｃａｐ＝ｍの基地局レグを用いてサービスｎを実行するＤＨＯに必
要な処理／メモリ容量
である。
【００３８】
表２で与えられる値が用いられ、またアクティブな呼がマクロダイバーシチに関連するＢ
Ｓレグの数の配給を以下のように受けていると仮定する。
－１／３の呼　－＞　マクロダイバーシチにおける１レグ
－１／３の呼　－＞　マクロダイバーシチにおける２レグ
－１／３の呼　－＞　マクロダイバーシチにおける３レグ
３番目の仮定は２／３の呼が音声であり、１／３がパケットデータの呼であることである
。
【００３９】
最悪な場合の割り当てアプローチは：
処理能力＝２／３＊（（１／３＊２．０）＋（１／３＊２．０）（１／３＊２．０）＋１
／３＊（１／３＊１２）＋（１／３＊１２）＋（１／３＊１２））＝５．３３
メモリ容量＝２／３＊（（１／３＊９）＋（１／３＊９）（１／３＊９）＋１／３＊（１
／３＊３６）＋（１／３＊３６）＋（１／３＊３６））＝１８
【００４０】
本発明では：
処理能力＝２／３＊（（１／３＊１）＋（１／３＊１．５）（１／３＊２．０）＋１／３
＊（１／３＊４）＋（１／３＊８）＋（１／３＊１２））＝３．６７
メモリ容量＝２／３＊（（１／３＊３）＋（１／３＊６）（１／３＊９）＋１／３＊（１
／３＊１２）＋（１／３＊２４）＋（１／３＊３６））＝１２
【００４１】
この例において、データ処理容量の向上は
（５．３３－３．６７）／３．６７＝４５％
また、メモリ容量の向上は（１８－１２）／１２＝５０％である。
【００４２】
ＤＨＯユニットに適用した場合について説明したが、本発明は移動無線通信において用い
られるその他の機能、操作及びサービスにも使用できる。例えば、広帯域ＣＤＭＡシステ
ム内部において、ＲＮＣはＤＨＯレイヤ以外に他のいくつかのプロトコルレイヤの終端を
処理する。そのような他のプロトコルレイヤの例には、上述のＲＬＣプロトコルレイヤ、
暗号プロトコルレイヤ及び上述したＭＡＣレイヤを含む。これらのプロトコルレイヤはデ
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ＲＬＣ及びＭＡＣレイヤで必要とされるデータ処理及びメモリ資源の総量は移動局とＲＮ
Ｃとの間でどのサービスが設定されるかに依存する。
【００４３】
異なる種類のサービス、例えばデータサービス、通話サービス等は異なるタイプ及び量の
資源を必要とする。データ処理及びメモリ資源の割り当てをどのようにすれば最も良いか
についての手助けとなるよう、加入者の位置及び時間に基づく移動加入者のトラフィック
状態についての予測が行われる。予測は例えば、ある移動加入者が同時に確立するサービ
スの平均数であってもよい。この平均値は（場合によってはＤＨＯレグの予測平均数とと
もに）その後処理及びメモリ資源、例えば無線リンク制御、暗号化及びデータ伝送のスケ
ジューリングの確保に用いられる。
【００４４】
移動局の移動度も考慮することができる。上述の通り、呼設定時において、移動局が特定
のセル内にとどまっていることを仮定して必要とされるＤＨＯユニットの数が予測される
。しかし、移動局は呼が継続している間に別のセルへ移動するかもしれない。呼の継続中
に必要とされるＤＨＯユニットの数は移動局がどのセルを通るかによって変化し、この変
化に伴ってＤＨＯ機能に必要な処理及びメモリ資源にも対応する変動が生じる。幸い、統
計的に平均通話時間は短めであることが示されており、これは大部分の移動局が呼の接続
中同一のセル内に位置するであろうことを意味する。しかし、通話中に著しく移動する移
動局の例を考慮しても良い。ＤＨＯユニットの数と呼設定における資源割り当てに用いら
れる予測値との間に関連があると仮定することができる。予測値の数のＤＨＯユニットの
ために必要な処理及びメモリ資源はＤＨＯユニットの要求する処理及びメモリ資源を処理
する１つのマイクロプロセッサにマッピングすることができる。ＤＨＯユニットの物理的
なプロセッサへのマッピングにおいて、予備の処理／メモリ容量のバッファを確保しても
良い。この確保された容量はトラフィック状況が急変した際の適応可能性を確実にする。
【００４５】
本発明を特定の実施例とともに説明したが、本技術分野の当業者は本発明がここで説明及
び図示された具体的な実施例に限定されないことを理解するであろう。図示及び説明され
たものと異なるフォーマット、実施例、及び適合並びに多くの変形例、派生物及び等価な
構成もまた本発明の実施に使用可能である。従って、本発明は本明細書に添付した請求範
囲によってのみ限定されることが意図されている。
【図面の簡単な説明】
【図１】　ソフトハンドオーバを説明する無線通信システムの図である。
【図２】　よりソフトなハンドオーバを説明する無線通信システムの図である。
【図３】　本発明の一般的な実施例に従った動的資源確保に関するフローチャートである
。
【図４】　本発明の、それに限定されない実施例に従った無線ネットワーク制御ノードの
機能ブロック図である。
【図５】　静的及び動的パラメータの両方に基づいた資源確保に関するフローチャートで
ある。
【図６】　確立されようとしている、もしくは確立された移動無線接続のサポートに関与
すると思われるダイバーシチレグの数を予測するための手順例の概要を示すフローチャー
トである。
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